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i
i
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一
第
I
期

一
O
月
一
七
日
(
土
)
|
一

O
月
三
O
日

(金)

一
s

竺
O
一
五

平

城

宮

跡

資

料

館

秋

期

特

矧

展

一

]
J
I
l-
-ィ
リ
イ

1
l
j
イ
リ
リ
J
1」

一

地

下

の

正

倉

院

展

造

酒

司

木

簡

の

世

界

第

I
期

展

示

木

簡

一

第

E
期

一
O
月
一一
一
一
日
(
土
)
|
一
一月

一
五
日

(日
)

一

第
四
期

一一

月
一
七
日

(
火
)
|
一
一
月
二
九
H

(口
)

'

。
木
簡
は
三
期
に
分
け
て
展
示
し
ま
す
。
一

※
本
解
説
シ

i
ト
で
は
、
今
回
の
展
示
に
あ
た
り
再
検
討
し
た
結
果
、

報
告
諮
の
釈
文
を
改
め
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

造
酒
司
の
発
見

造
酒
司
か
ら
の
呼
び
出
し
状

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
『
平
城
宮
木
簡
二
』
二
二
三
四
号。

以
下
、
宮
二
|
二
二
三
四
の
よ
う
に
略
す
)

若
湯
坐
少
鎌

長

等

犬
甘
名
事

口

日
置
薬

三

〔上
ヵ〕

(
裏
)
直
一
者
言
従
給
状
知
必
春
日
向
参
口

長
さ
二
五
O
)
胴
・
幅
三
八
m
・
厚
さ
三
m

(表)
造
酒
司
符

O
一
九
型
式

わ
か
ゆ
え
の
お
か
ま

い
ぬ
か

い

の

な

こ

と

ひ

き

の

く

す
り

憐
押
司
が
、
若
湯
坐
少
鎌

・
犬

甘
名
事

・
日
置
薬
ら
一
r一人
を
呼
び
出

す
召
文
の
木
簡
。
「
長
」
と
い
う
役
職
に
あ
る
者
に
充
て
た
符
(
上
部
機
関

か
ら
下
部
機
関
に
充
て
る
文
書
)
の
書
式
を
と
る
。
下
端
が
折
れ
て
い
る
た

め
、
呼
び
出
し
理
由
な
ど
は
わ
か
ら
な
い
。
四

m
近
い
幅
の
材
を
用
い
た
堂

々
と
し
た
書
き
ぶ
り
や
、
日
付
や
差
し
出
し
が
全
く
残
ら
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
み
る
と
、
元
々
は
今
の

二
倍
以
上
の
長
さ
の
大
型
木
簡
だ

っ
た
可
能
性
が

あ
る
。
そ
の
場
合
、
呼
び
出
さ
れ
た
人
が
も

っ
と
多
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
今
回
、
表
面
下
部
に
従
来
確
認
で
き
な
か
っ
た
文
字
の
存
在
が
明
ら

か
に
な
っ
た
の
は
、
そ
う
し
た
人
名
に
関
わ
る
墨
書
の
可
能
性
が
あ
る
。

え

ふ

月
長」

は
、
当
番
ご
と
の
責
任
者
で
、
衛
府
の
百
人
単
位
の
統
率
者
で
あ

ば
ん
色
ょ
う

る
番
長
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
活
酒
司
が
兵
士
を
直
接
呼
び
出
せ
た
か
は

さ
カ
ベ

疑
問
で
、
酒
造
り
に
携
わ
っ
た
酒
部
の
統
率
者
と
み
る
の
が
穏
当
と
思
わ

れ
る
。
若
湯
坐

・
犬
甘

・
日
置
は
、
い
ず
れ
も
中

・
下
級
官
人
を
出
す
氏
族

で
あ
る
。

裏
面
は
語
順
が
や
や
整
わ
な
い
が
、
「直
ハ
給
ウ
状
ニ
従
イ
テ
必
ズ
番
目

ヲ
知
リ
テ
向
イ
参
上
ス
ベ
シ
」
と
で
も
読
む
の
で
あ
ろ
う
。

通
知
し
た
当
番

の
割
り
当
て
通
り
に
出
勤
す
る
よ
う
に
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
末
尾
の

「
上
」
は
、
今
回
初
め
て
墨
書
を
確
認
で
き
た
文
字
で
あ
る
。

こ
の
木
簡
が
差
し
出
し
側
の
造
酒
司
で
見
つ
か

っ
た
の
は
、
呼
び
出
し
を

受
け
た
人
々
が
造
酒
司
に
出
向
く
際
に
、
こ
の
木
簡
を
持
参
し
た
か
ら
で
あ

る
。
木
簡
は
こ
の
よ
う
に
差
し
出
し
に
戻
っ
て
捨
て
ら
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。

2 

造
酒
司
に
酒
を
請
求
し
た
文
書
1

(
S
D
二一
O
三
五
出
士
。
宮
二
|
二
二
三
九
)

〔物
収
ヵ〕

口
口
者

(表)
倉

麻

呂

謹

頓

首

酒

ニ

升

右

今

日

(裏)
務

急

甚

仰
笠
委
処
分
頓
首
死
罪

長
さ
(
二
七
六
)
阻

・
幅
三
三
胴・

一陣
さ
三

m

O
一
九
型
式

、Baノ
噌

A
r
s
E

、



再
解
読
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
読
め
て
い
な
か
っ
た
部
分
が
読
め
る
よ
う
に

な
り
、
従
来
よ
り
文
意
が
通
る
よ
う
に
な
っ
た
。

く

ら

ま

ろ

倉
麻
呂
(
上
端
を
欠
く
た
め
ウ
ジ
名
は
不
明
)
が
今
日
何
ら
か
の
用
途

に
必
要
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
酒
二
升
を
急
ぎ
請
求
す
る
木
簡
。
造
酒
司

の
職
掌
に
相
応
し
い
内
容
で
あ
る
。

ハナハダ

裏
面
は
「
・
:
ノ
務
、
急
グ
コ
ト
甚
シ
、
仰
ギ
望
ム
ラ
ク
ハ
処
分
ヲ
垂

ト
ン
シ
ユ
シ
ザ
イ

レ
ン
コ
ト
ヲ
。

ぷ
期
噌
ぷ
罪
」
と
あ
る
。

「頓
首
死
罪
」
は
文
書
の
書
き
止
め

で
、
自
分
の
不

じ捗
持
借
び
て
、
相
手
に
敬
意
を
表
し
、
願
い
事
を
す
る
際

に
用
い
ら
れ
る
常
套
句
。

酒
づ
く
り
の
日
々

7 

尾
張
固
か
ら
の
酒
米
の
荷
札

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二
|
二
二
五

ご

(表)尾
張
回
中
嶋
郡
石
作
郷

(裏)
酒
米
五
斗
九
月
サ
七
日

長
さ

一
四
O
m
・幅

一
七
m
-
厚
さ
三
m

O
一一

型
式

お

わ

り

な

か

し

ま

い

し

っ

く

り

尾
張
国
中
嶋
郡
石
作
郷
(
今
の
愛
知
県
あ
ま
市
付
近
)
か
ら
酒
米
を

納
め
た
際
の
荷
札
。
酒
米
は
、
酒
の
醸
造
に
用
い
る
米
。
米
五
斗
は
今
の
二

斗
二
升
五
合
で
、
約
四

0
・
五
島
、
約
三
三

・
七
五
回
に
あ
た
る
。
年
が
書

か
れ
て
い
な
い
が
、
郷
の
記
載
か
ら
、
少
な
く
と
も
七
一
七
年
(
霊
亀
三
)

以
降
で
、
郷
里
制
が
廃
止
さ
れ
た
七
四

O
年
(
天
平
十
二
)
頃
以
降
の
可
能

性
が
高
い
。

「
酒
」
「
斗
」
は
異
体
字
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
と
に

「酒
」
は
む
し
ろ

「須」

の
異
体
字
の
「
演
」
に
近
い
。
形
状
は
切
り
込
み
ゃ
下
端
を
尖
ら
せ
た
り
す

る
加
工
の
な
い
長
方
形
の
材
で
、
米
の
荷
札
と
し
て
は
異
例
で
あ
る
。
下
端

を
二
次
的
に
整
形
し
て
い
る
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

木
簡
を
よ
む
1
|
釈
読
訂
正
の
種
明
か
し

そ
の

読
め
な
か
っ
た
木
簡
が
読
め
る
よ
う
に
な
る
要
因
は
大
別
し
て
三
つ
あ
る
。

一
つ
め
は
、
科
学
技
術
の
進
歩
で
あ
る
。
今
で
は
木
簡
の
解
読
に
当
た
り
前
の

よ
う
に
赤
外
線
装
置
を
用
い
て
い
る
が
、
奈
文
研
の
場
合
、
日
常
的
な
解
読
に
赤

外
線
装
置
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

一
九
九

O
年
以
降
で
あ
る
。
当
時
は

装
置
自
体
が
高
価
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
木
簡
概
報
や
報
告
書
を
ま
と
め
る
段
階

に
な
っ
て
初
め
て
、
読
み
に
く
く
か
っ
是
非
読
む
必
要
が
あ
り
そ
う
な
も
の
を
選

ん
で
、
専
門
の
写
真
技
師
の
手
助
け
を
借
り
つ
つ
読
み
を
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。

赤
外
線
装
置
自
体
の
進
歩
も
あ
る
。
か
つ
て
は
操
作
線
の
ち
ら
つ
く
ブ
ラ
ウ
ン

管
の
画
面
に
よ
る
観
察
だ
っ
た
か
ら
、
観
察
し
に
く
い
上
に
画
面
の
保
存
も
ま
ま

な
ら
な
い
。
そ
れ
が
今
で
は
画
像
を
即
座
に
パ
ソ
コ
ン
に
保
存
で
き
、
画
像
ソ
フ

ト
を
用
い
て
調
整
し
て
み
る
の
も
可
能
に
な

っ
た
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を

用
い
た
鮮
明
な
赤
外
線
画
像
の
写
真
技
師
に
よ
る
撮
影
も
可
能
に
な
っ
た
。

二
つ
め
は
、
保
存
処
理
に
よ
る
墨
痕
の
鮮
明
化
で
あ
る
。
木
簡
の
形
を
保
っ
て

い
る
水
を
、
樹
脂
や
高
級
ア
ル
コ
ー
ル
、
高
分
子
の
糖
な
ど
、
常
温
で
固
形
の
物

質
に
置
き
換
え
て
や
る
こ
と
で
、
木
簡
は
乾
い
た
状
態
に
な
っ
て
明
る
く
な
り
文

字
が
見
や
す
く
な
る
こ
と
が
多
い
。

三
つ
め
は
、
事
例
の
蓄
積
で
あ
る
。
類
例
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
字

形
で
表
現
し
よ
う
と
し
た
文
字
に
確
信
が
も
て
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
特

に
、
そ
う
と
し
か
読
め
な
い
文
脈
で
の
使
用
例
が
見
つ
か
れ
ば
心
強
い
。
地
名
や

人
名
な
ど
の
固
有
名
調
だ
け
で
な
く
、
語
柔
の
増
加
が
、
残
り
の
不
完
全
な
文
字

列
を
読
む
た
め
の
選
択
肢
の
幅
を
大
き
く
広
げ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

実
際
に
は
こ
れ
ら
が
総
合
的
に
作
用
す
る
場
合
が
多
い
。

2
の
木
簡
の
場
合
に

は
、
保
存
処
理
に
よ
っ
て
浮
か
び
上
が
っ
た
文
字
を
最
新
鋭
の
赤
外
線
写
真
で
観

察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来

「謹
啓
」
と
読
ん
で
い
た
部
分
が
、
実
は
「
謹
頓

首
」
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

同
じ
木
簡
の
裏
面
の

「
頓
首
」
と
比
較
で
き
た

の
も
幸
運
だ
っ
た
。

「三
升
」
と
読
ん
で
疑
わ
な
か
っ
た
部
分
が
実
は

「二
升」

だ
っ
た
の
も
大
き
な
教
訓
だ
。

「酒
」
の
最
終
画
を
「
一
一ご

の

一
回
目
と
取
り
違

え
て
い
た
の
で
あ
る
。
文
字
を
読
む
の
は
本
当
に
怖
ろ
し
い
。

( 2 ) 
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両
村
郷
か
ら
の
酒
米
の
荷
札

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二
|
一
一一
一五

両
村
郷
御
酒
米
五
斗

長
さ

一
七
八
m
・幅
二
三
m
-
厚
さ
五
胴

o=二
型
式

ふ

た

む

ら

み

き

ま

い

両
村
f川
柳
祢
ら
う
漏
酒
米
」
を
納
め
た
際
の
荷
札
。
二
村
郷
の
異
表
記
で

あ
れ
ば
讃
岐
国
鵜
足
郡
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
「
両
村
」
の
表
記
や
他
に
尾

張
国
山
田
郡
か
ら
の
酒
米
の
荷
札

(9
な
ど
)
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
み
て
、
こ
の
木
簡
の
両
村
郷
も
尾
張
国
山
咽
那
(
今
の
愛
知
県
豊
明
市

付
近
)
の
可
能
性
が
高
い
。
「
御
酒
米
」
は
、
供
御
(
天
皇
へ
の
貢
進
物
)

の
酒
(
御
酒
)
の
醸
造
用
の
米
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。

米
五
斗
は
今
の

二
斗
二
升
五
合
で
、
約
四

0
・
五

e、
約
三
=
一
・
七
五
同

に
あ
た
る
。
年
代
は
、
郷
の
記
載
か
ら
、
少
な
く
と
も
七

一
七
年
(
霊
亀
三
)

以
降
で
、
郷
里
制
が
廃
止
さ
れ
た
七
四

O
年

(
天
平
十
二
)
頃
以
降
の
可
能

性
が
高
い
。

酒
米
の
荷
札
は
、
郷
名
か
ら
書
き
出
し
た
り
、

個
人
名
を
書
か
な
か
っ
た

り
す
る
な
ど
、

比
較
的
簡
略
な
書
式
の
も
の
が
多
い
。
酒
米
の
生
産
地
と
造

酒
司
に
は
特
別
な
結
び
付
き
が
あ
っ
た
こ
と
の
反
映
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

9 

山
田
郡
か
ら
の
赤
米
の
荷
札

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二
|
二
二
五
三
)

山
田
郡
建
侶
酒
部
枚
夫
赤
米

長
さ
二
六
九
)
m
・幅
二
O
m
・
厚
さ
五

胴

o=二
型
式

い

が

お

わ

り

こ
う判
田
部
〉
ら
赤
米
を
納
め
た
際
の
荷
札
。
山
田
郡
は
、

伊
賀

・
尾
張

・

上
野
・
讃
岐
各
国
に
あ
る
が
、
米
の
貢
進
国
で
、
か
つ
赤
米
の
類
例
が
あ

る
国
と
し
て
は
、
尾
張
国
山
田
郡
(
今
の
名
古
屋
市
東
部

・
尾
張
旭
市

・
瀬

戸
市
な
ど
の
丘
陵
地
帯
)
が
相
応
し
い。

同
じ
遺
構
か
ら
、
尾
張
国
中
嶋
郡

の
酒
米
の
荷
札

(7
な
ど
)
が
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
も
そ
の
傍
証
と
な
る
。

た

け

ろ

さ

か

べ

の

ひ

ら

ふ

郷
名
記
載
の
位
置
に
書
か
れ
た
建
侶
は
不
詳
。
酒
部
枚
夫
は
貢
進
者
の

名
。
赤
米
は
種
皮
に
特
別
の
色
素
(
赤
褐
色
)
を
も
ち
、
繁
殖
力
、
耐
寒
性

の
強
い
イ
ネ
と
い
わ
れ
る
(
柳
田
国
男
ほ
か
『
稲
の
日
本
史
』
)
。
天
平
六
年

し
よ
う
せ
し
ち
ょ
う

度

の

尾

張

国

正

税

帳

(
七
三
四
年
)
に
は

「納
大
炊
寮
酒
料
赤
米
弐
伯

伍
拾
玖
倒
」
(
『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
文
書
一

|
六
O
八
)
と
あ
り
、
酒
の

醸
造
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

下
端
は
原
形
を
と
ど
め
て
い
な
い
が
、
右
辺
下
部
に
切
り
込
み
の
痕
跡
が

あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
下
部
の
欠
損
は
僅
か
の
長
さ
で
あ
る
。
現
在
記
載
の

見
え
な
い
数
量
が
ど
こ
か
に
書
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
裏

面
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

10 

丹
後
固
か
ら
の
米
の
荷
札

(
S
D
三
O
一二
五
出
土
。
富
二
|
二
二
五
九
)

丹
後
国
熊
野
郡
田
村
郷
神
人
丈
万
呂
五
斗

長
さ
二
四
二
m
・
幅
二
O
m
-
厚
さ
三
岡

O
三
三
型
式

た

ん

ご

く

ま

の

た

む

ら

みわ
開
伊
咽
喰
官
郡
田
村
郷
(
今
の
京
都
府
京
丹
後
市
久
美
浜
町
付
近
)
の

神
人
丈
万
呂
が
納
め
た
租
税
の
荷
札
。
左
辺
の
切
り
込
み
部
分
の
み
欠
損

す
る
。

五
斗
と
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
が
、

白
米
の
荷
札
に
多
く
見
ら
れ
る
書
き

方
で
、
こ
の
木
簡
も
白
米
の
荷
札
と
み
ら
れ
る
。
米
五
斗
は
今
の
一
一
斗
二
升

五
合
で
、
約
四

0
・
五
S
、
約
三
三

・
七
五
同
に
あ
た
る
。
年
代
は
、
国
・

郡

・
郷
の
餌
峨
切
ら
、
七
回

O
年
(
天
平
十
二
)
以
降
の
可
能
性
が
高
い
。

全
体
に
楢
書
で
か
つ
勢
い
の
あ
る
筆
遣
い
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
筆
画

を
澗
ゆ
く
見
る
と
、
今
と
異
な
る
部
分
が
結
構
あ
る
。「
後
」
「
熊
」

「野
」

の
芳
に
注
目
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
「
神
」
の
示
偏
は
ど
の
よ
う
な
筆

順
で
ど
ん
な
字
体
を
意
識
し
て
書
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

「丈
」
も
よ
く

見
る
と
余
計
な
点
が
あ
る
。
「
万
目
」
は
男
性
の
人
名
に
頻
繁
に
用
い
ら
れ

る
た
め
、
他
の
部
分
が
楢
書
で
も
、
続
け
た
り
省
略
し
た
り
し
て
独
特
の
字

形
に
な
る
こ
と
が
多
い。

こ
の
木
簡
も
そ
の一

例
。

( 3 ) 



11 

播
磨
固
か
ら
の
米
の
荷
札

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二
!
二
二
六
五

(表
)加
毛
郡
杵
原
郷
阿
斐

(裏
)
里
丘
斗

長
さ

一
七
五
馴

・
幅
二
五
m
-
原
さ
八

m

O
三
三
型
式

か

も

な

ら

は

-b

あ

ひ

み
仰
毛
部
品
川
原
嚇
例
斐
哩
ゆ
ら
納
や
り
机
坑
租
税
の
荷
札
。
加
毛
郡
は
、

参
河

・
伊
一旦
・
美
濃

・
佐
渡

・
播
磨

・
安
芸
の
各
国
に
あ
る
。

枠
原
郷
は

い
ず
れ
に
も
見
え
な
い
が
、
「
梓
」
に
は

「
イ
チ
イ
」
の
ほ
か
に
「
ナ
ラ
」

ふ

ど

き

の
訓
が
あ
り
、
『
播
磨
国
風
土
記
』
加
毛
郡
条
に
見
え
る
楢
原
里
に
あ
た
る

と
み
ら
れ
る
。

播
磨
国
で
あ
れ
ば
米
の
貢
進
国
と
し
て
も
相
応
し
い
。

品
目
が
な
く
五
斗
と
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
白
米
の
荷
札
に
多
く
見

ら
れ
る
書
き
方
で
、
こ
の
木
簡
も
白
米
貢
進
の
際
の
荷
札
と
み
ら
れ
る
。
米

五
斗
は
今
の
二
斗
二
升
五
合
で
、
約
四

0
・
五

e、
約
三
三

・
七
五
同
に
あ

た
る
。

年
代
も
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
郷

・
里
の
記
載
か
ら
、
郷
里
制
が
施
行
さ

れ
て
い
た
七

一
七
年
(
霊
亀
三
)
か
ら
七
四
O
年
(
天
平
十
二
)
ま
で
の
も

の
と
み
ら
れ
る
。
個
人
名
を
書
か
な
い
点
は
、
7
や
8
と
同
じ
で
あ
る
。

ひ
も

表
の
切
込
み
部
に
は
、
組
の
痕
跡
、
が
白
く
残
っ
て
い
る
。「
枠
原
郷
」
と

記
し
た
個
所
に
は
三
文
字
よ
り
余
分
の
墨
書
が
あ
る
の
で
、

一
度
墨
書
し
た

後
こ
れ
を
削
り
、
さ
ら
に
墨
書
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
文
字
が
現
在
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
か
な
り
大
胆
な
の
も
、
播
磨
国

の
荷
札
と
み
る
に
相
応
し
い
。
こ
ざ
と
偏
が
「
可
」
の
左
上
に
乗
っ
て
い
る

「阿
」
や
、
「
支
」
に
な
っ
て
い
る
「
斐
」
の
下
半
分
な
ど
に
ご
注
目
い
た

だ
き
た
い
。
「
阿
斐
里
」

で
地
名
な
の
で
あ
る
か
ら
、
今
の
感
覚
な
ら
ば
無

理
を
し
て
で
も
「
里
」
ま
で
表
に
収
め
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
辺
は
全
く
無
頓

着
で
あ
る
。
表
裏
に
収
ま
ら
な
か

っ
た
た
め
、
最
後
を
側
面
に
記
し
た
荷
札

は

や

せ

よ

う

ま

い

(
佐
用
郡
速
瀬
郷
の
庸
米
の
荷
札

〈『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

三
O
、

七
頁
下
段
。
以
下
、

平
城
木
簡
概
報
三

O
|
七
下
、
の
よ
う
に
略
す
〉)

さ
え
都
に
送
っ
て
き
て
い
る
国
だ
け
の
こ
と
は
あ
る
。

12 

余
米
の
数
量
を
記
し
た
木
簡
1

(4 ) 

(
S
D
一
ニ
O
三
五
出
土
。
宮
二
|
二
三
二
五
)

サ
三
日
余
米
三
斗

長
さ
二
七
.
)
胴

・
幅
三
五
m
-
一服
さ
三
m

O
一
九
型
式

よ
ま
い

某
月
二
十
三
日
の

「余
米
」
の
数
量
を
記
し
た
木
簡
。

三
斗
は
現
在
の

約

一
斗
三
升
五
合
、

二
五
島
弱
に
あ
た
る
。
下
半
は
欠
損
し
て
お
り
原
形
不

明
だ
が
、

「斗
」
の
下
に
大
き
く
余
白
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
記
載
内
容
は
完

結
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
余
米
に
付
し
て
お
い
た
付
札
か
、
あ
る
い
は
紙

の
帳
簿
に
認
め
る
前
に
な
さ
れ
た
メ
モ
書
き
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

造
酒
司
か
ら
は
、

他
に
も

「余
米
」
と
書
か
れ
た
木
簡
が
出
土
し
て
い
る

し
わ
戸

コ〈
川
淵
探
示
〉
、
ロ

〈
E
期
日
限
界
影
。

余
米
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、

正
倉
院
文
書
な
ど
に
み
え
る

「
乗
米
」
と
同
じ
で
、
支
給
さ
れ
た
量

の
六
%
を
宮
司
に
留
め
、
酒
や
副
食
物
な
ど
に
ふ
り
む
け
る
た
め
の
も
の
と

も
さ
れ
る
。

一
文
字
目
の
「
廿
」
は、

二
十
の
意
味
で
、
活
字
で
は
縦
画
二
本

・
横
田

二
本
で
表
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
ロ
の
よ
う
に
長
い
横
画

一
本
に
短
め
の
縦

画
二
本
と
い
う
字
体
で
普
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
右
側
の
縦
画
の
末
尾
が
右

方
向
に
キ
ユ
ツ
と
返
る
場
合
も
あ
る
。
ち
な
み
に
、

三
十
は

「品川
」、
四
十

は

「附
」
と
書
く
が
、

「五
十
」
以
上
に
こ
の
書
き
方
は
な
く
、
普
通
に

「五

十」

「六
十
」
な
ど
と
書
く
。
な
お
、
古
代
に
は
、
例
え
ば
五
十
六
を
「
五

六
」
と
書
く
こ
と
は
な
く
、
必
ず

「五
十
六
」
と
書
か
れ
る
。

位
取
り
の
概

念
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
し

「五
六
」
と
書
か
れ
て
い
た
ら
、
そ
れ
は

「五

ま
た
は
六
」
「
五
か
ら
六
」
な
ど
の
意
味
と
な
る
。

13 

清
酒
の
付
札
1

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二
|
一
言
二
八
)

清
酒
四
斗

長
さ

一
四
六
叩

・
幅
一
六
m
-
厚
さ
五

m

O
三
二
型
式



「
清
酒
」
に
付
け
ら
れ
た
付
札
。
四
斗
は
現
在
の
約

一
斗
八
升
、

三
二

・

五
B
ほ
ど
に
あ
た
る
。
清
酒
は

「濁
酒
」
(
ニ
ゴ
レ
ル
サ
ケ
)
に
対
す
る
語

で、

「
ス
ミ
サ
ケ
」
ま
た
は
「
ス
メ
ル
サ
ケ
」
と
訓
む
。
上
澄
み
を
す
く
う

さ
け
か
す

か
布
で
ろ
過
す
る
な
ど
し
て
、
酒
糟
と
必
概
札
役
、山市仏り
で
あ
ろ
う
。
ち
な

み
に
、
無
類
の
愛
敬
家
と
し
て
知
ら
れ
る
大
伴
旅
人
(
『
万
葉
集
』
の
編

呼
カ
も
ち

者
と
さ
れ
る
大
伴
家
持
の
父
)
は
、

「
讃
酒
歌
」
と
過
称
さ
れ
る
歌
群
法
措

し
て
い
る
(
『
万
葉
集
』
三
|
三
三
八

1
三
五

O
)
。
そ
こ
で
は
、
旅
人
が
噌

ん
だ
の
は
清
酒
で
は
な
く
「
濁
れ
る
酒
」
と
さ
れ
て
い
る
(
同
三
三
八

・
三

向
ざ
い
の
そ
ち

-
2

四
五
)
。
旅
人
が
大
宰
帥
と
し
て
任
地
に
赴
い
て
い
た
時
期
に
詠
ん
だ

と

お

み

か

ど

歌
で
、
清
酒
が
高
級
だ
っ
た
た
め
か
、
あ
る
い
は
「
遠
の
朝
廷
」
大
宰
府

と
い
え
ど
も
平
城
京
と
は
流
通
事
情
を
異
に
し
て
い
た
の
か
、
は
た
ま
た
旅

人
個
人
の
好
み
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

墨
痕
は
薄
い
が
、
文
字
の
ク
セ
は
少
な
く
、
比
較
的
読
み
や
す
い
。
上
部

の
切
り
込
み
は
左
右
で
大
き
さ
が
異
な
り
、
ま
た
よ
く
見
る
と
、
右
側
が
三

角
形
な
の
に
対
し
て
左
側
は
台
形
に
な
っ
て
い
る
の
が
面
白
い
。

14 

酒
(
?
)

の
付
札

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二
|
一
三
二

七
)

;酉
j詩

長
さ

二一
O
m
-幅一

七
回
・

厚
さ
六
叩

O
三
二
型
式

た
だ
二
文
字
、
「
酒
満
」
と
の
み
書
か
れ
た
小
型
の
付
札
。
お
そ
ら
く

「酒

が
満
杯
に
入
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
フ
タ
を
し
た
容
器
な
ど

に
添
付
し
、
「
こ
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
」
と
注
意
を
促
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

た
だ
、
こ
の
手
の
付
札
で
内
容
物
の
状
態
ま
で
記
し
た
例
は
他
に
な
く
、
ま

た

一
時
の
注
意
書
き
に
し
て
は
わ
ざ
わ
ざ
切
り
込
み
を
施
し
て
い
る
点
に
も

若
干
の
違
和
感
を
覚
え
る
。

あ
る
い
は
、
男
性
名
に
多
い

「
マ
ロ
」
は
、

「麻
呂
」

「万
巴」

「末
日
」

「高
侶
」

「満
目
」
な
ど
様
々
な
字
が
当
て
ら
れ
、
「
万
」

「満
」
な
ど

一
文

さ

か

ま

ろ

字
で
表
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
か
ら
、
「満
」
は

「
マ
ロ
」
で
、
人
名
「
酒
麻
目
」

と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
そ
の
場
合
、
個
人
の
名

前
の
み
を
記
し
た
札
を
付
け
た
理
由
が
説
明
し
づ
ら
い
。
残
念
な
が
ら
、
詳

細
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
で
あ
る
。

E

さ
ん
ず
い

文
字
は
、
や
や
ク
セ
の
強
い
も
の
で
あ
る
。
両
字
と
も
三
水
は
大
き
くr、会d

省
略
さ
れ
縦
画

一
本
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
し
、
「
満
」
は
一
見
す
る
と
草

か
ん
む
り

冠
の
文
字
の
よ
う
で
あ
る
。
「
満
」
以
外
の
字
の
可
能
性
も
皆
無
で
は
な

い
か
も
知
れ
な
い
が
、
他
の
候
補
は
思
い
浮
か
ば
な
い
。

な
お
、
切
り
込
み
部
分
を
よ
く
見
る
と
、
上
か
ら
の
切
り
込
み
の
方
が
奥

ま
で
入
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
上
か
ら
先
に
刃
を
入
れ
た
た
め

で
あ
る
。
細
部
を
子
細
に
観
察
す
る
と
、
木
簡
の
作
り
方
の
様
相
ま
で
う
か

が
い
知
れ
る
場
合
も
あ
る
。

15 

「
中
酢
」
と
記
し
た
木
簡

(
S
D
三
O
一ニ
五
出
土
。
宮
二
l
二
三
二
三
)

中
酢

長
さ

一
O
七
m
・
幅
(
三
四
)
剛
・
厚
さ
三
川

O
二一

型
式

上
半
に
墨
痕
も
黒
々
と

「中
酢
」
と
の
み
書
か
れ
て
い
る
。
「
中
」
は
中

等
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
造
酒
司
で
は
他
に
「
清
酒
中
」
と
記
し
た
木
簡

も
見
つ
か
っ
て
お
り
(
お

〈E
期
展
示
〉
)
、
こ
ち
ら
も
同
様
の
意
味
に
解
さ

れ
て
い
る
。

省
調
一戸
げ
加
七
し
摘
の
み
で
な
く
酢
の
醸
造
も
行
っ
て
い
た
。

「酢
」
は

『
和

名

類

衆

抄
』

に
よ
る
と
「
ス
」
文
は
「
カ
ラ
サ
ケ
」
と
読
む
。

正
倉
院
文
書
に
は
米

一
石
か
必
知
抗
叫
を
得
た
こ
と
が
み
え
(
『
大
日
本
古

文
語
供
六
|
九
三
)
、
ま
た

『
延
喜
式
』
に
は
「
酢
一
石
料
米
六
斗
九
升

一鑓

(
H
麹
)
四
斗

一
升

水

一
石
二
斗
」
と
造
酢
法
が
記
さ
れ
て
い
る

(
造
酒
司
式
造
雑
給
酒
酢
法
条
)
。

こ
の
木
簡
は

一
見
す
る
と
完
形
品
の
よ
う
だ
が
、
実
は
右
辺
が
割
れ
て
失

わ
れ
て
い
る
。
但
し
、
文
字
の
位
置
か
ら
み
て
、
欠
損
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く

( 5 ) 



は
な
い
だ
ろ
う
。
切
り
込
み
が
な
く
し
か
も
小
型
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、

カ
め

大
型
の
裂
な
ど
に
付
け
た
も
の
で
は
な
く
、
容
器
な
ど
に
小
分
け
に
し
た

も
の
に
添
付
し
た
も
の
か
。
ま
た
、
酢
だ
け
を
集
め
て
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
れ

ば
わ
ざ
わ
ざ
「
酢
」
と
書
く
必
要
は
な
く
、

「
中
」
の
み
で
事
足
り
る
で
あ
ろ

う
か
ら
、
あ
る
い
は
他
の
酒
類
な
ど
と
一
緒
に
保
管
さ
れ
て
い
た
状
況
を
示

し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

16 

大
聾
の
付
札

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二
|
二
三
三
O
)

二
条
六
尼
三
石
五
斗
九
升長

さ
二
三
五
回

・
幅
四
一
阻

・
厚
さ
六
胴

O
三
二
型
式

み

か

か

め

ご
一
条
六
」
は
、
多
数
の
堕
(
費
)
を
整
然
と
並
べ
た
縦
横
の
位
置
関
係

を
示
す
も
の
。

二
列
目
の
六
番
目
の
意
味
。

三
石
五
斗
九
升
は
、
今
の
一
石

六
斗
二
升
ほ
ど
、
約
二
九
O
B
に
あ
た
る
。
こ
れ
は
ほ
ぼ
直
径
八
二
仰
の
球

の
体
積
に
相
当
す
る
。

中
味
が
何
か
は
普
か
れ
て
い
な
い
が
、
水
と
明
記
す
る
も
う
ひ
と

一
回
り

大
き
な

「
三
条
七
」
の
裂
の
付
札
(
お

〈E
期
展
示
〉
)
も
見
つ
か
っ
て
い

る
の
で
、
明
記
の
な
い
こ
の
付
札
は
、
酒
輔
氏
の
も
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ

が
同
じ
場
所
の
も
の
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
二
十
一
個
以
上
の
大
裂
が
整

然
と
並
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
(
大
喪
は
底
が
平
ら
で
は
な
く
、
穴
を
掘
っ

て
据
え
ら
れ
て
い
た
)
。

造
酒
司
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、
内
部
に
衰
を
据
え
た
痕
跡
が
あ
る
建
物
が

多
数
見
つ
か
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
と
符
合
す
る
。
西
大
寺
食
堂
院
跡
で
見

つ
か
っ
た
建
物
の
場
合
、

一
列
四
個
の
喪
が
少
な
く
と
も
二
十
列
は
あ
り
、

間
隔
は
そ
れ
ぞ
れ

一
・
五

m
だ
っ
た
。
必
要
最
小
限
の
通
路
部
分
を
残
し
て

隣
の
裂
と
接
す
る
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
造
酒
司
で
も
同
じ
よ

う
に
ギ
ッ
シ
リ
と
並
べ
て
据
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
従
来
は

「
三
石
五
斗
九
升
」
に
つ
い
て
、
こ
の
喪
に
入
れ
て

あ
る
酒
の
実
容
積
を
示
す
と
漠
然
と
理
解
す
る
の
が
一
般
的
だ
っ
た
よ
う
に

思
う
。
し
か
し
、
こ
の
裂
で
直
に
醸
造
す
る
の
な
ら
ば
、
で
き
あ
が
っ
た
酒

の
容
積
を
計
量
す
る
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
し
、
別
の
容
器
で
醸
造
し
た
も
の

を
析
で
計
っ
て
注
ぎ
入
れ
る
の
な
ら
ば
、
も
う
少
し
キ
リ
の
よ
い
数
字
に
し

そ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
使
用
し
始
め
た
ら
こ
の
木
簡
は
も
う
用
済
み

に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
使
用
の
都
度
、
使
用
料
を
木
簡
に
害
き
付
け
て
い
く

こ
と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
木
簡
に
は
そ
の
よ
う
な
形
跡
は
見
ら
れ

な
しこ

の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
木
簡
は
む
し
ろ
裂
を
据
え
る
前
に
計

っ
た
裂
の
最
大
容
積
を
示
す
た
め
の
付
札
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
場
合
、

お

〈
E
期
展
示
〉
の
「
三
条
七
曜
水
」
は
、
「
水
専
用
」
の
裂
の
意
味
に
理

解
で
き
る
だ
ろ
う
。
初
め
か
ら
用
途
を
決
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

造
酒
司
な
ら
で
は
の
木
簡
な
の
は
間
違
い
な
い
が
、
内
容
が
端
的
で
あ
る

だ
け
に
、
か
え
っ
て
難
し
い
面
も
あ
る
木
簡
で
あ
る
。
な
お
、
縦
横
の
位
置

関
係
を
記
し
た
同
種
の
木
簡
は
、
長
岡
宮
跡
で
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。
(
「八

条
四
袈
納
米
三
餅
九
斗
」
。
京
都
府
教
育
委
員
会

「長
岡
宮
跡
昭
和
四
四
年

度
発
掘
調
査
概
要
」
『
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
要

一
九
七

一
』)
。
但
し
こ

れ
の
内
容
物
は
、
酒
や
水
で
は
な
く
、
米
で
あ
る。

( 6 ) 

聖
武
天
皇
の
大
嘗
祭

37 

水
汲
み
の
割
り
当
て
表
2

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二
|
二
二
三
七
)

(表
)十
一
月
十
六
日
水
汲

針
呆
安

田
部
咋
永
呂

(
裏
)

氏
酒
人

桑
原
知
鳴

高
官
五
百
鳴

長
口
え
鳴

〔
車
ヵ
〕

〔奈
ヵ
〕

大
部
口
足
永
呂

日
亙
造
金
口

長
さ
二
五
六

m
・
幅
二
六

m
-原
さ
四
川

O
三
三
形
式



十
一
月
十
六
日
の
水
汲
み
担
当
者
八
人
の
氏
名
を
書
き
上
げ
た
木
簡
。
水

は
、
醸
造
用
と
し
て
役
所
内
の
井
戸
か
ら
汲
ん
だ
も
の
か
。
こ
の
種
の
木
簡

は
単
な
る
割
り
当
て
表
で
は
な
く
、
担
当
者
の
報
告
や
そ
の
食
料
支
給
に
用

い
ら
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
年
紀
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
日
付
か
ら
み
て
、

七
二
四
年
(
神
亀

一
)
十
一
月
に
行
わ
れ
た
聖
武
天
皇
の
大
嘗
祭
に
関
わ
る

可
能
性
が
あ
る
。

木
簡
の
用
途
と
切
り
込
み
の
あ
る
形
状
と
の
関
係
は
不
詳
。
あ
る
い
は
荷

札
を
二
次
利
用
し
た
も
の
か
。
な
お
、
二
カ
所
に
あ
る

「未
呂
」
は
、
「
末

呂
」
の
つ
も
り
だ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
も
二
画
目
を
長
く
書
い
て
い
る
。

「呆」

は
た
や
す

も
「
果
」
の
つ
も
り
か
。
「
果
安
」
な
ら
ば
人
名
と
し
て
自
然
で
あ
る
。
ま

た
「
長
車
」
は
珍
し
い
ウ
ジ
名
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
木
簡
に
し
か
見
え

な
し
。

38 

白
酒
〈
?
)
の
付
札

(
S
D
一二
O
三
五
出
土
。
宮
三
|
二
三
三
二
)

(表
)
清
酒
四
斗

(
裏
)
白
酒

長
さ
九
五

m
・幅
二
三

四
・
厚
さ
四

m

O
三
一二
型
式

日
と
同
じ
清
酒
四
斗
の
付
札
で
あ
る
・
:
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
裏
面

に
「
白
酒
」
と
あ
る
た
め
、
そ
う
単
純
に
は
い
か
な
い
。
「
白
酒
」
は
、
濁

く
ろ
き

り
酒
の
総
称
、
も
し
く
は
、
新
嘗
祭
や
大
嘗
祭
の
際
に
醸
造
し

「
黒
酒
」
と

と
も
に
供
さ
れ
る
特
別
な
酒
を
指
す
。
濁
り
酒
の
意
味
に
取
る
と
、
咳
舗
の

「清
酒
」
と
合
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
新
嘗
祭

・
大
嘗
祭
の
白
酒
を

指
す
可
能
性
が
高
い
。
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
清
酒
と
書
い
た
だ
け

で
は
白
酒
か
黒
酒
か
わ
か
ら
な
い
た
め
、
裏
面
に

「白
酒
」
と
補
足
し
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、

「酒
」
字
の
書
き
ぶ
り
は
、
省
画
の
著
し
い
表
と

借
書
に
近
い
裏
と
で
か
な
り
異
な
る
が
、
書
き
手
が
異
な
る
と
ま
で
言
え
る

か
ど
う
か
は
判
断
し
が
た
い
。

こ
の
木
簡
や
刀

(E
期
展
示
)

の
よ
う
に
下
端
に
の
み
切
り
込
み
が
あ
る

斗
叶
J

司
u
斗
」
晶
、

{
4
3Y
 
日
本
の
木
簡
で
は
珍
し
い
。

39 

大
嘗
祭
が
行
わ
れ
た
月
の
日
付
を
記
し
た
蜜
の
付
札

(
S
D
一二
O
一二
五
出
土
。
宮
二
|
二
一
二
三
二
)

(表)三
石
七
斗
二
升

(裏)
神
亀
元
年
十
一
月
十
一
日長

さ
一
八
九
胴

・
幅
二
九
m
・
厚
さ
六
醐

o
=一二
型
式

表
面
に
容
量
が
、
裏
面
に
年
紀
が
記
さ
れ
て
い
る
。
容
量
の
コ一
石
七
斗
二Aカ

升
は
、
今
の
約
一
石
六
斗
七
升
、

三
O
一
aに
あ
た
る
。

日
と
同
じ
く
、
題

(
大
費
)
の
付
札
か
。
中
身
が
何
か
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
酒
、
水
、
あ

る
い
は
米
な
ど
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
水
と
明
記
す
る
も
の
が
あ
る
こ

と
か
ら
(
お

(E
期
展
示
〉

・
お

〈
E
期
展
示
〉
)
、
明
記
の
な
い
こ
の
付
札

は
、
酒
裂
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
か
。

年
紀
の
神
亀
元
年
十
一
月
十

一
日
は
、
聖
武
天
皇
の
大
嘗
祭
が
行
わ
れ
る

十
三
日
前
に
あ
た
る
。
お
そ
ら
く
大
嘗
祭
の
準
備
に
関
わ
る
木
簡
で
あ
ろ
う
。

40 

河
内
国
志
紀
郡
か
ら
の
難
酒
の
荷
札

(
S
D
三
O
一二
五
出
土
。
宮
二
|
二
二
七
七
)

(
表
)
難
酒
志
紀
郡

〔
田
井
ヵ
〕

(
裏
)
口
口
郷
缶
入
四
斗
、
升

長
さ
一

三
三
叩

・
幅
二
四
m
・
厚
さ
四
剛

O
三
三
型
式

し

き

た

い

河
内
国
持
調
官
田
井
郷
(
現
在
の
大
城
怖
い引
混
紡
畑
現
-M
T
付

d
v
bお
調

進
さ
れ
た
難
酒
の
荷
札
。
難
酒
は
、
『
和
名
類
緊
抄
』
の
狩
谷
被
斎

注
に
よ
れ
ば
、

「濁
酒
之
巨
持
者
き
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
タ
m
円
高
出
掛
伊
唱
しの

こ
と
か
。
志
紀
の
地
は
、
『
古
事
記
』
雄
略
段
に
見
え
る

「志
幾
之
大
県
主
」

( 7 ) 



M
V娼
凱
お

γ喋
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
か
丸
十
の抹
港
線
四
日
目
(
午
日
)
の

豊

明

節

会

な

ど
で
振
る
舞
わ
れ
る

「
県
醸
酒
」
に
相
当
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。
『
延
喜
式
』
に
よ
る
と
、
県
醸
酒
は
、
豊
明
節
会
で
六
位
己
下

と
歌
傑
人
た
ち
に
、

一
人
六
合
(
現
在
の
約
二
・
七
合
、

0
・
四
九
4
)
ず

つ
支
給
さ
れ
た
。

裏
面
の

「
〉
」
は
、
通
常
は
直
前
の
文
字
を
繰
り
返
す
こ
と
を
示
す
が
、

「
四
斗
斗
升
」
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
。
こ
こ
で
は
直
前
の
数
字
を
受
け
て
、

「
四
斗
四
升
」
の
つ
も
り
で
記
し
た
か
。

「
難
酒
」
の

二
文
字
は
比
較
的
整
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
文
字
は
、

右
上
が
り
の
ク
セ
が
あ
る
や
や
崩
れ
た
字
形
で
書
か
れ
て
い
る
。
当
初
は
「難

酒
」
と
の
み
書
い
た
付
札
と
し
て
機
能
し
て
い
た
が
、
そ
こ
に

「志
紀
郡
」

以
下
の
情
報
を
追
記
す
る
こ
と
で
、
荷
札
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
た
の
だ
ろ

う
か
。

造
酒
司
の
諸
相

49 

紀
伊
国
か
ら
の
貨
の
ニ
シ
の
荷
札

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二
|
二
二
八
四
)

少
卒
螺
頭
打

尤
漏
郡
進
上
御
勢

長
さ
一

一一
七
m
・
幅
一八

m
・
厚
さ
四
叩

O
一ニ一

型
式

む

ろ

に

え

紀
伊
国
元
漏
郡
(
和
歌
山
県
南
東
部
お
よ
び
三
重
県
南
部
)
か
ら
費
と

か
占
ち

し
て
送
ら
れ
た
少
辛
螺
の
頭
打
の
荷
札
。
賛
は
、
天
皇
用
の
食
材
。
少
辛
螺

わ
み
よ
う
る
し
じ
り
う
し
よ
う

は
、
『
和
名
類
衆
抄
』
に
よ
る
と
ニ
シ
と
読
み
、
現
在
の
ニ
シ
と
名
の

つ
く
員
類
(
テ
ン
グ
ニ
シ

・
ア
カ
ニ
シ
な
ど
)
に
あ
た
る
。
頭
打
は
、

貝
殻

の

一
部
を
穿
ち
、
酢
な
ど
に
漬
け
た
も
の
と
さ
れ
る
。
頭
打
に
加
工
し
た
貝

類
は
、
ニ
シ
以
外
に
、

「河
鬼
」
(
カ
キ
、

『
藤
原
宮
木
簡
三
』
一
二
五
O
号)、

「調
備
」
(
ツ
ビ
H
ツ
ブ
員
。
平
城
木
簡
概
報
二
四
|
三

O
下
)
な
ど
が
知

ら
れ
る
。

柾
目
の
美
し
い
木
簡
だ
が
、

て
割
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

右
辺
は
木
目
に
沿
っ

( 8 ) 

そ
れ
が
災
い
し
て
か
、

50 

筑
後
固
か
ら
の
ア
ユ
の
荷
札

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二
|
二
二
八
七
)

霊
亀
三
年

筑
後
園
生
業
郡
煮
塩
年
魚
砕
斗
久
升

長
さ

一
七
二
個
・
幅
一一一

胴
・
厚
さ
四

剛

o=二
型
式

ち

く

ご

い

く

は

海
抜
恒
生
葉
郡
(
今
の
福
岡
県
う
き
は
市
付
近
)
か
ら
貢
進
さ
れ
た

「
煮
塩
年
魚
」
(
塩
で
煮
て
加
工
し
た
ア
ユ
)
の
荷
札
。
霊
亀
三
年
は
、

七

一

七
年
。
『
延
喜
式
』
に
よ
る
と
、

大
宰
府
か
ら
年
料
の
賢
と
し
て
煮
塩
年
魚

を
貢
進
し
て
い
る
(
内
膳
司
式
年
料
御
賛
条
)
。
こ
の
木
簡
に
は
税
目
の
記

載
は
な
い
が
、
郡
単
位
の
貢
進
で
あ
る
こ
と
、
「霊
亀
三
年
」
は
同
年
の
年

料
分
と
い
う
意
味
に
解
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
貨
の
荷
札
と
み
て
差
し
支

え
な
い
。
今
回
出
展
し
て
い
な
い
が
、
造
酒
司
か
ら
は
、
同
じ
生
業
郡
か
ら

貢
進
さ
れ
た
霊
亀
二
年
の
煮
頃
年
魚
の
荷
札
も
見
つ
か
っ

て
い
る
(
宮
二

|

二
二
八
八
)
。

こ
の
木
簡
で
は
二
種
類
の
数
字
が
使
わ
れ
て
い
る
。
年
号
の
部
分
が

「一一ご

の
よ
う
な
普
通
の
漢
数
字
を
用
い
て
い
る
の
に
対
し
、
数
量
の
部
分
で
は

「韓」

(
H
四)、

「弐
」

(
H
一
一
)
な
ど
の
画
数
の
多
い
漢
字
を
充
て
て
い

伐
じ
現
在
で
も
領
収
書
な
ど
で
用
い
る
こ
と
が
あ

A
Fの
り
の
数
字
表
記
は

大
字
と
呼
ば
れ
、
古
代
の
正
式
な
公
文
書
な
ど
で
改
憲
を
防
ぐ
た
め
に
使

用
さ
れ
た
(
一
|
萱

(
壱)、

ニ
ー
威
(
弐
)
、
三
l
参
、
四
ー
館
、
五
|
伍、

六

l
陸
、
七
ー
誌
、
八
i
捌
、
九
i
玖
、
十
i
拾
、
百
|
栢

(
伯
)
、
千
|

肝
、
万
ー
高
)
。
荷
札
木
簡
で
用
い
る
こ
と
は
滅
多
に
な
い
が
、
荷
物
が
賛

で
あ
る
た
め
、
特
に
気
を
遣
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
活
字
の
よ
う
に
か
っ
ち
り

と
整
っ

た
楢
書
と
合
わ
せ
、
そ
の
趣
は
、

天
皇
へ
の
献
上
品
の
荷
札
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
。
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安
房
固
か
ら
の
調
の
ア
ワ
ビ
の
荷
札

(
S
D
三
O
一ニ
五
出
土
。
宮
二
|
二
二
四
六

安
房
国
朝
夷
郡
健
田
郷
仲
村
里
、
戸
私
部
真
鳥
羽
綾
六
斤
三
列
長
四

尺
五
寸
求
一
求
養
老
六
年
十
月

あ

わ

あ

さ

ひ

な

た

け

だ

な

か

む

ら

安
房
国
朝
夷
郡
持
魂
仲
村
里
(
今
の
千
葉
県
南
房
総
市
の
旧
千
倉
町

さ
さ
い
べ
¢
ま
と
り

域
付
近
か
)
か
ら
の
調
の
ア
ワ
ビ
の
荷
札
。

貢
納
者
は
私
部
真
鳥
。

貢

納
量
は
「
六
斤
」

ぷ
い
休
折
マ
の
計
量
、
小
斤
で
は

J
戸
岬
、
約
四
同
)
と
記

さ
れ
、
こ
れ
は
賦
役
令
調
絹
紐
条
に
記
さ
れ
た
正
了
(
成
人
男
子
)

一

人
分
の
輸
貢
量
に
合
致
す
る
。
養
老
六
評
点
七
二
二
年
。

安
房
国
は
七

一
八
年

(
養
老
二
)
に
上
総
国
か
ら
分
置
さ
れ
、
七
四

一
年

(
天
平
十
三
)
に

一
日
一
上
総
国
に
戻
さ
れ
た
が
、
七
五
七
年
(
天
平
宝
字

一
)

に
再
び
分
置
さ
れ
た
。
こ
の
木
簡
は
最
初
の
分
宿
病
初
体
あ
た
る
。
ア
ワ
ビ

の
産
地
と
し
て
名
高
く
、
同
国
の
ア
ワ
ビ
は

「
東

鰻

」
と
も
呼
ば
れ
て

珍
重
さ
れ
た
。
付
け
ら
れ
た
荷
札
も
三
O
m
を
超
え
る
大
型
の
も
の
が
多
い

こ
と
が
知
ら
て
お
り
、

引
は
約
四
六

m
も
あ
り
、
と
り
わ
け
長
大
な
逸
品
と

い
え
る
。

引
で
は
、
重
量
表
記
と
並
列
し
て

「三
列
長
四
尺
五
寸
東

一
束
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

一
本

(H
列
)
が
約

ご
ニ
五
仰

(
H
四
尺
五
寸
)
の

ア
ワ
ビ
を
三
本
で

一
束
に
し
て
い
る
、
の
意
。
こ
こ
か
ら
、
こ
の
ア
ワ
ビ
が

か
つ
ら
む

製
斗
ア
ワ
ビ
(
ア
ワ
ビ
の
肉
を
桂
剥
き
に
薄
く
切
り
伸
ば
し
、
干
し
て
乾

燥
さ
せ
た
も
の
)
に
加
工
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
木
簡
の
長
さ
が
ア

ワ
ビ
の
ち
ょ
う
ど
三
分
の

一
ほ
ど
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
あ
る
い
は

三
つ
折
り
に
畳
ん
で
梱
包
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

貢
納
者
の
私
部
真
鳥
の
「
鳥
」
の
字
は
、
最
後
の
部
分
が
横
画

一
本
で
済

ま
さ
れ

「島
」
の
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
奈
良
時
代
に
は

「嶋」

の
字
体
を
用
い
る
の
が

一
般
的
で
、

「島
」
が
使
わ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。「
真
鳥
」
さ
ん
と
み
て
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
。

長
さ
四
六

一
m
-
幅
二
三

m
-
厚
さ
五

m

o=二
型
式
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能
登
国
か
ら
の
調
の
イ
リ
コ
の
荷
札

(
S
D
三
O
五
O
出
土
。
宮
二

二

五
三
七
)

(表)
能
登
国
能
益
郡
鹿
嶋
郷
笠
理
里
調
然
海
鼠
六
口

(裏)

天
平
四
年
四
月
十
七

日

長
さ
二
二
八

阻
・
幅

二
八
)胴

・
厚
さ
七
叩

O
コ二

型
式

の

と

の

と

か

し

ま

も

り

い

り

こ

能
登
国
能
登
郡
鹿
嶋
郷
望
理
里
か
ら
の
調
の

「熱
海
鼠
」
の
荷
札
。
天

平
四
年
は
七
三
こ
年
。
調
は
毎
年
九
月
か
ら
十
二
月
の
聞
に
納
入
す
る
の
が

占
ゃ
く
り
ょ
う

基
本
で
あ
り
(
賦
役
令
制
席
物
条
)
、
四
月
の
貢
納
は
や
や
珍
し
い
。

能
登
国
は
、
七

一
八
年
(
養
老
二
)
に
越
前
国
か
ら
分
置
さ
れ
成
立
し
た
。

そ
の
後
、
七
四

一
年
(
天
平
十
三
)
に
越
中
国
に
併
合
さ
れ
る
が
、
七
五
七

年

(天
平
宝
宇

一
)
に
再
置
さ
れ
た
。

熱
海
鼠
は
、
ナ
マ
コ
の
内
臓
を
取
り
除
き
、
塩
水
で
煮
る
な
、
と
し
て
か
ら

干
し
て
乾
燥
さ
せ
た
も
の
。
現
在
の
い
わ
ゆ
る
ナ
マ
コ
は
古
代
に
は

「海
鼠
」

広

ま

こ

と
呼
ば
れ
、
そ
の
う
ち
生
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
状
態
の
も
の
を
「
生
海
鼠
」
、

乾
操
さ
せ
た
も
の
を

「熱
海
鼠
」
と
称
し
て
い
た
。
さ
す
が
に
生
海
鼠
の
状

態
で
都
ま
で
届
け
ら
れ
る
こ
と
は
多
く
な
か
っ
た
よ
う
で
、
見
つ
か
っ
て
い

る
荷
札
は
ほ
と
ん
ど
が
熱
海
鼠
の
も
の
で
あ
る
。

日
は
状
態
が
あ
ま
り
良
く
な
く
、
特
に
表
面
の
文
字
は
読
み
に
く
い
。
し

か
し
、
赤
外
線
装
置
を
用
い
て
観
察
す
る
と
、

「鹿
嶋
」
以
下
の
文
字
を
判

読
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
墨
は
赤
外
線
を
吸
収
す
る
た
め
、
木
簡
に
赤
外
線

を
当
て
て
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
す
と
盛
が
残
っ

て
い
る
部
分
だ
け
が
黒
く
映

り
、
文
字
が
読
み
や
す
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。
木
簡
は
あ
く
ま
で
肉
眼
で
読

( 9 ) 



む
の
が
基
本
だ
が
、
最
近
で
は
赤
外
線
装
置
に
よ
る
観
察
も
積
極
的
に
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、

臼
は
左
辺
に
の
み
上
下
両
端
に
切
り
込
み
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ

れ
は
右
辺
が
割
れ
て
原
形
を
失
っ
て
い
る
た
め
で
、
元
は
上
下
と
も
左
右

一

対
の
形
で
切
り
込
み
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
切
り
込
み
は
荷
物
に
括
り
つ

け
る
際
に
紐
を
か
け
る
た
め
の
加
主
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
左
右
い
ず
れ
か

の
み
に
施
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
裏
面
の
文
字
が
左
端
に
寄
る
の
も
、
そ
の

よ
う
に
み
れ
ば
合
点
が
ゆ
く
。
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女
性
名
と
数
字
を
記
し
た
小
型
の
木
簡
1

(
S
D
一二
O
三
五
出
土
。
宮
三
|
二
三
三
八
)

百
依
女
御
ー--，

-
L_  

長
さ
八

一
m
・
幅
一一一

m
・
厚
さ
二一

m

O
二
一
型
式
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女
性
名
と
数
字
を
記
し
た
小
型
の
木
簡
2

(
S
D
二
一O
三
五
出
土
。
宮
二
|一

一一
二四
一二)

(
表
)
ロ
サ
女

(
裏
)

麻

「
ム
ハ

」

「
七

」

長
さ
七
八

m
・
幅
二ニ

m
-
厚
さ
四
回

O
二一

型
式

日
M
は
、
薄
く
小
さ
な
木
片
に
女
性
の
名
前
な
ど
が
記
さ
れ
た
、
用
途
未

詳
の
謎
の
木
簡
。
古
代
の
女
性
名
は
「

O
Oめ
」
と
最
後
に

「め
」
(
表
記

は

「女
」
ま
た
は

「売
」)
が
付
け
ら
れ
る
の
が

一
般
的
だ
っ
た
。

S
D
三

o=一
五
か
ら
は
、
類
似
の
木
簡
が
二
O
点
近
く
見
つ
か
っ
て
い
る
(
臼
・
日

〈E
期
展
示
〉
、

n
・
η
〈国
期
展
示
〉
な
ど
)
。

別
筆
で
数
字
が
記
さ
れ
る
も
の
が
多
い
こ
と
、

ま
た
日
の
「
御
」
(
H
御

く

A

服
、
天
皇
用
の
服
の
意
か
)
や
花

(E
期
展
示
)
の

「梧」

(
H
ス
カ
ー
ト

状
の
女
性
用
の
衣
服
)
と
い
っ
た
記
載
か
ら
は
、
名
前
の
記
さ
れ
た
女
性
が

つ
け
ふ
だ

縫
製
し
た
衣
服
の
種
類
と
数
量
を
記
し
た
付
札
で
あ
る
可
能
性
も
想
定
で

き
る
。
そ
う
す
る
と
、

M
の

「麻
」
は
そ
の
素
材
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
、
そ

の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、
造
酒
司
と
の
関
わ
り
は
説
明
し
に
く
く
な
る
。

こ
れ
ら
の
木
簡
に
は
、
い
ず
れ
も

O
二一

7
吐
い
う
型
式
番
号
が
与
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
番
号
の
定
義
は

「小
型
矩
形

(H
長
方
形
)
の
も
の
」
と

さ
れ
る
が
、
そ
れ
よ
り
大
き
め
の
通
常
の
「
短
冊
形
」
と
さ
れ
る

O
一一

型

式
と
の
区
別
は
や
や
暖
昧
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
現
在
は
こ
の
型
式
番
号
を

使
用
す
る
機
会
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。

日
の

「御
」
字
は
、

墨
痕
明
瞭
で
筆
画
も
追
い
や
す
い
が
、
そ
の
分
、
現

在
と
は
か
な
り
異
な
る
字
体
で
あ
る
こ
と
が
日
を
引
く
。「
御
」
は

「御
調」

(「調
」
の
古
訓

「み
つ
き
」
を
意
識
し
た
表
記
)
な
ど
の
語
で
よ
く
使
用

さ
れ
る
文
字
だ
が
、
奈
良
時
代
に
は
日
の
よ
う
な
字
体
を
用
い
る
の
が

一
般

的
だ
っ
た
。
こ
れ
に
慣
れ
て
お
く
と
、
や
や
崩
し
て
記
さ
れ
て
い
て
も
判
読

し
や
す
く
な
る
。

( 10 ) 
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釘
の
付
札

(
S
D
三
O
五
O
出
土
。
宮
二
|
二
五
三
九
)

釘
大
小
井

二
百
五

長
さ
二
四
六
)
附

・
幅
二
九
m
・
厚
さ
四
胴

O
三
九
型
式

つ
け
ふ
だ

釘
に
付
け
ら
れ
た
付
札
。
上
端
に
切
り
込
み
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
小

あ
わ
せ
て
二
O
五
本
な
い
し
そ
れ
以
上
の
釘
を
収
納
し
た
容
器
な
ど
に
括
り

つ
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

古
代
の
建
築
に
は
釘
は
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
説
か
れ
る
こ
と
も
多
い

が
、
実
際
に
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
外
か
ら
は
見
え
な
い
屋
根
の
部

材
の
連
結
な
ど
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
日
が
付
け
ら
れ
た
釘
も
、
あ

る
い
は
造
酒
司
内
の
建
物
の
修
理
や
建
て
替
え
に
際
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
か
。

発
掘
調
査
で
釘
が
出
土
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
、
約
三
O
m
(
一
尺
)

も
あ
る
大
型
の
も
の
か
ら
コ一

m
(
一
寸
)
ほ
ど
の
小
型
の
も
の
ま
で
、
さ
ま



ざ
ま
な
大
き
さ
の
も
の
が
あ
る
。
断
面
形
が
正
方
形
や
そ
れ
に
近
い
四
角
形

と
な
る
、
い
わ
ゆ
る
角
釘
で
あ
る
こ
と
が
、
古
代
の
釘
の
大
き
な
特
徴
で
あ

と

ね

り

の

み

こ

る
。
鈴
喝
、
飛
鳥
池
遺
跡
で
は
「
舎
人
皇
子
」
な
ど
と
記
さ
れ
た
木
製
の

釘
の
様

(
H
見
本
)
も
見
つ
か
っ
て
お
り
(
『
飛
鳥
藤
原
京
木
簡

一
』
九

二
号
)
、
同
遺
跡
で
こ
れ
を
基
に
し
た
釘
を
生
産
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
る
。

釘
を
数
え
議
位
に
は
、
現
在
で
は
船
な
ど
限
ら
れ
た
対
象
に
し
か
使
用

さ
れ
な
い
「
隻
」
を
用
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

日
は
下
部
を
欠
失
し
て

い
る
が
、
元
来
は
「
二
百
五
」
の
下
に
「

O
O隻
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
た

か
も
し
れ
な
い
。

ま
さ
め
ざ
い

柾
目
材
が
用
い
ら
れ
、
表
面
に
は
木
目
(
年
輪
)
が
は
っ
き
り
と
あ
ら

わ
れ
て
い
る
。
柾
目
材
の
木
簡
は
木
目
に
邪
魔
さ
れ
て
文
字
が
読
み
に
く
い

も
の
も
多
い
が
、

日
は
墨
痕
明
瞭
で
き
わ
め
て
読
み
や
す
い
。

56 

人
名
と
数
量
の
み
を
記
し
た
付
札

(
S
D
三
O
三
五
出
土
。
宮
二
l
二
二
九
一二)

壬
生
部
石
麻
呂
八
連

長
さ
二
O
O
m
・
幅
ニ
ムハ

m
-
一保
さ
七
棚

O
三
二
型
式

み

ぷ

ベ

の

い
わ

ま

ろ

人
名

h

也
生
部
石
麻
呂
」
と
何
か
の
数
量
「
八
連
」
の
み
が
書
か
れ
た

木
簡
。

「連
」
は
助
数
詞
で
、
鉄
・
綿

・
松

・
ワ
カ
メ
な
ど
に
使
用
例
が
あ

争
ら
が
つ
お

か
つ
お
ぶ
し

る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
偉
堅
魚
(
鰹
節
ゃ
な
ま
り
節
の
原
形
と
み
ら
れ
る

カ
ツ
オ
の
加
工
品
の

一
種
)
の
荷
札
で
、
重
さ
(
斤

・
両
)
で
量
を
示
し
、

さ
ら
に
「

O
O連
ム
ム
丸
(
節
)
」
と
数
量
を
記
し
た
例
が
多
く
見
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
「
丸
(
節
)
」
は
現
在
の
「
個
」
の
よ
う
に
愈
堅
魚
を
一
つ
ひ

と
つ
数
え
る
助
数
詞
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
「
連
」
は
そ
れ
を
数
丸
(
十
丸
が

基
本
か
)
ず
つ
に
連
ね
た
も
の
の
単
位
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
も
使
わ
れ
る

助
数
詞
の
中
で
は
、

「味
L

た
冗
ど
に
近
い
イ
メ
ー
ジ
と
い
え
よ
う
か
。

や
や
ク
セ
の
強
い
、
閥
達
な
筆
の
運
び
が
目
を
引
く
。
三
文
字
自
の
「
部
」

は
平
仮
名
の

「
つ
」
に
し
か
見
え
な
い
が
、
奈
良
時
代
の

「部
」
は

「
マ」

っ
く
り

(
芳
の
「
日
」
〔
お
お
ざ
と
〕
を
簡
略
化
し
た
も
の
)
の
字
体
で
書
か
れ

る
こ
と
も
多
か
っ
た
(
た
だ
し
、
七
世
紀
は

「
ア
」
の
字
体
が
主
流
)
。
そ

れ
に
し
て
も
切
の
「
部
(
マ
)
」
は
最
終
画
が
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
ず
、
特

徴
的
な
書
き
ぶ
り
と
言
え
る
。

「麻
巴
」
の
書
き
ぶ
り
も
か
な
り
特
徴
的
で

あ
る
。

「
万
呂
」
の
表
記
を
用
い
て
も
っ
と
記
号
的
に
簡
略
化
し
て
書
く
場

合
も
多
い
が
、
こ
こ
で
は
敢
え
て
正
式
な
「
麻
自
」
の
表
記
に
こ
だ
わ
り
、

か
つ
著
し
い
省
画
を
行
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
文
字
の
雰
囲
気
や
害
き
様
の
印
象
か
ら
は
、
他
者
に
宛
て
た
荷

物
に
付
初
続
た
荷
札
と
い
う
よ
り
も
、
物
品
管
理
の
た
め
に
納
入
品
に
添

付
し
た
付
札
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
上
端
の
切
り
込

み
が
左
右
非
対
称
で
や
や
作
り
が
組
い
こ
と
、
品
目
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
な
ど
も
、
そ
の
よ
う
な
想
定
を
裏
づ
け
よ
う
。
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「
周
」
な
ど
の
文
字
を
記
し
た
習
書
木
簡(

S
D
三
O
五
O
出
土
。
宮
二
|
二
五
四
六
)

周
周
周
周

(表)
周
周
周
准
准

周

(裏)口口

口

長
さ
(一

一
八
)
附

・
幅
(
二
五
)
胴

・
厚
さ
九
m

O
八

一
型
式

し
ゅ
う
し
ょ

「
周
」
が
八
文
字
、
「
准
」
が

二
文
字
記
さ
れ
た
習
書
木
簡
。

「
習
書
」

は
一
般
に
文
字
の
練
習
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
実
際
に
は
必
ず
し
も
そ

て
す
さ

れ
ば
か
り
で
な
く
、
暇
つ
ぶ
し
の
落
書
き
や
手
遊
び
、
あ
る
い
は
清
書
前

の
筆
慣
ら
し
な
ど
の
場
合
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
思
い
つ
く
ま
ま
に
書
き

連
ね
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
法
令
や
典
籍
な
ど
の
出
典
の
あ
る
語
句
や
文
章
に

基
づ
い
て
書
く
場
合
も
あ
っ
た
。
筆
者
の
意
図
を
見
極
め
る
の
が
難
し
い
こ

と
も
多
い
。
習
書
は
、
強
い
て
言
え
ば

「文
字
を
書
く
こ
と
そ
の
も
の
が
目

的
で
あ
る
範
記
」
と
表
現
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

習
害
木
簡
は
こ
れ
ま
で
数
多
く
見
つ
か
っ
て
お
り
、

、‘，，
J

噌

i
唱

A
，，E
‘、

ど
の
よ
う
な
字
が
多



く
書
か
れ
た
か
と
い
っ
た
研
究
も
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
も
っ

と
も
多
く
書
か
れ
た
の
は
「
大
」
、
第
二
位
が
「
人
」、
第
三
位
が
「
道
」
と

の
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
「周
」
「准
」
は
よ
く
習
書
さ
れ
る
文
字
と
は
言
い

か
ず

さ

す

え

が
た
い
。
あ
る
い
は
、
上
総
国
周
准
(
准
)
郡
(
今
の
千
葉
県
君
津
市
西
半

お
よ
び
木
更
津
市
の

一
部
)
の
地
名
が
念
頭
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ひ
ょ

っ
と
し
た
ら
、
筆
記
者
の
出
身
地
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
場
合
、
慣
れ
な
い

都
で
遠
い
故
郷
を
懐
か
し
む
書
き
手
の
姿
な
ど
も
想
像
し
た
く
な
る
。

さ
ら
に
、

町
表
面
の
字
配
り
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
す
る
と
、

中
央
行
の
文
字

が
大
き
め
に
堂
々
と
書
か
れ
る
の
に
対
し
、
右
行
の
文
字
は
や
や
縮
こ
ま
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
お
そ
ら
く
、
最
初
に
中
央
行
の
文
字
を
書
い
た
後
、

右
側
の
余
白
に
さ
ら
に

「周
」
字
を
書
き
連
ね
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、

中
央
行
の
中
で
二
文
字
目
の

「周
」
の
み
は
他
と
は
や
や
軸
が
ず
れ
て
お
り
、

字
幅
も
若
干
細
く
感
じ
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
こ
の
字
と
左
行
の
「
周
」
は
、

一
番
最
後
に
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

習
書
木
簡
に
接
す
る
際
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
情
報
を
汲
み
取
る
よ

う
努
め
つ
つ
、
書
き
手
の
心
情
や
場
の
風
景
に
ま
で
想
い
を
巡
ら
し
て
み
る

の
も
一
興
で
あ
る
。

【
木
簡
が
見
つ
か
っ
た
遺
構
】

S
D
三
O
三
五

(
展
示
番
号

1
2
7
8
9叩
け
刊
は
け
は
河
川
訂
犯
却
特
川
明
日
引
回
日
何
回
)

一
九
六
五
年

造
酒
司
の
井
戸
の
排
水
を
流
す
た
め
に
、
役
所
の
西
辺
に
位
置
を
ず
ら
し
な
が
ら

何
度
か
掘
ら
れ
た
南
北
溝
の
一
つ
。
幅
約
七

O
m
、
深
さ
約
二
O
m
。
南
端
は
造
酒

司
南
限
の
築
地
塀
を
暗
渠
で
抜
け
て
宮
内
道
路
の
側
溝
に
接
続
す
る
。

奈
良
時
代
前
半
の
霊
亀

・
養
老
・

神
亀
(
七

一
七
年
か
ら
七
二
九
年
ま
で
)
の
年

号
を
も
つ
も
の
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
最
上
層
か
ら
は
、
天
平
勝
宝
八
歳
(
七
五
六
)

十
月
の
年
紀
の
あ
る
木
簡

(印

〈
E
期
展
示
〉
)
が
出
土
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
半

ば
過
ぎ
に
埋
没
し
た
と
み
ら
れ
る
。

な
お
、

S
D
=
一O
三
五
の
木
簡
は
、

溝
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
ま
ん
べ
ん
な
く
出
土
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
溝
が
溜
ま
り
状
に
広
が
っ
た
部
分
か
ら
集
中
的
に
出
土
し
て

い
る
。
溝
の
遺
物
で
は
あ
る
が
、
土
坑
状
の
遺
構
の
遺
物
が
主
体
と
み
る
こ
と
も
で

き
、
年
代
や
内
容
の
一
括
性
の
高
さ
は
こ
れ
に
由
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

( 12 ) 

S
D
三
O
五
O
(展
示
番
号
臼
田
町
)

一

九

六

五

年

造
酒
司
の
井
戸
か
ら
の
南
北
方
向
の
排
水
溝
。
二
時
期
の
溝
が
重
複
す
る
。
上
層

の
溝
は
幅
約
八
O
m
で
、
下
層
の
構
は
幅
約
五

O
m
。
上
層
の
構
か
ら
、

宝
亀
元
年

(
七
七

O
)
の
紀
年
を
も
っ
木
簡
(
斜

〈
E
期
展
示
〉
)
が
出
土
し
て
お
り
、
奈
良

時
代
末
期
ま
で
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

造
酒
司
西
辺
は
、
井
戸
か
ら
の
排
水
路
と
し
て
用
い
ら
れ
、

奈
良
時
代
を
通
じ
て
湿

地
状
を
呈
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
多
数
の
木
簡
が
遺
存
し
た
の
は
こ
う
し
た
造
酒
司

西
辺
の
立
地
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

官
舎
俄
品
情

H

香

741間
食
品
ヂ
ゑ
d
o
f
M

ん

?
?
a
a
a
t符
念
向
島
舟
・
正
長
丘
J

平
包
罪
防
白

手』
~ 
Jγ 

l_j 
i崎032型式

011型式

(
史
料
研
究
室
)

031型式
l回程

木簡の型式分類

l回知

043型式
。


